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中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
宮
廷
に
お
け
る
非
訟
事
件田　

口　

正　

樹

論
　
　
　
説

は
じ
め
に

　

西
洋
中
世
に
お
け
る
非
訟
事
件
の
処
理
に
関
し
て
は
、
近
年
日
本
で
も
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
て
い（

１
）る

。
そ
う
し
た
関
心
の
背
景
に
は
、
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一
般
的
に
言
っ
て
、
当
該
社
会
の
中
で
法
的
行
為
の
効
果
を
安
定
的
な
も
の
と
す
る
た
め
の
仕
組
み
や
そ
の
機
能
に
対
す
る
問
い
か
け
が
存

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
関
心
方
向
を
共
有
し
つ
つ
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
皇
帝
・
国
王
宮
廷
を
対
象
と
し
て
と
り
あ

げ
て
、
そ
こ
に
非
訟
事
件
が
ど
の
程
度
持
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
当
事
者
等
の
点
で
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
い
だ
さ
れ
る
か
を
、
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ（

２
）る

。

　

日
本
の
学
界
に
お
け
る
関
心
の
高
ま
り
に
反
し
て
、
近
年
の
ド
イ
ツ
で
は
、
中
世
の
非
訟
事
件
に
関
し
て
詳
し
い
研
究
が
な
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な（

３
）い

。
周
知
の
と
お
り
、
広
く
非
訟
事
件
と
し
て
く
く
ら
れ
る
中
で
も
、
後
見
人
の
選
定
、
相
続
人
の
認
定
と
遺
産
帰
属
の

確
定
、
法
的
行
為
の
確
認
と
宣
言
な
ど
、
い
く
つ
か
の
種
類
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
中
世
後
期
以
降
、
領
邦

や
都
市
の
各
種
裁
判
所
で
扱
わ
れ
て
き（

４
）た

。
ま
た
、
教
会
裁
判
所
は
非
訟
事
件
を
扱
う
重
要
な
機
関
で
あ
り
、
各
地
の
司
教
代
理
裁
判
所

O
ffi

zialatsgericht

に
お
け
る
非
訟
事
件
の
処
理
と
証
書
発
行
は
、
学
識
法
継
受
の
一
つ
の
ル
ー
ト
で
あ
っ（

５
）た

。
最
近
の
個
別
研
究
に
よ
れ

ば
、
状
況
は
都
市
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
司
教
代
理
裁
判
所
が
主
に
非
訟
事
件
を
取
り
扱
っ
て
い
る
都
市
と
、
都
市
参
事
会
も
か
な
り
証
書

を
発
行
し
て
い
る
都
市
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い（

６
）る

。
そ
の
後
、
近
世
の
領
邦
で
の
立
法
に
よ
り
、
通
常
の
裁
判
と
は
異
な
る
特

殊
な
手
続
法
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な（

７
）る

。

　

王
権
と
非
訟
事
件
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
古
代
末
期
の
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
後
期
に
い
く
つ
か
の
事
例
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
仮
装
訴
訟
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る（

８
）が

、
こ
の
現
象
は
そ
の
後
カ
ロ
リ

ン
グ
期
に
は
消
滅
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
裁
判
権
に
つ
い
て
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
バ
ッ
テ

ン
ベ
ル
ク
が
、
一
四
世
紀
半
ば
以
降
、
国
王
特
権
状
や
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
判
決
の
確
認
お
よ
び
認
証
が
数
多
く
行
わ
れ
た
こ（

９
）と

な
ど
か
ら
、

国
王
宮
廷
裁
判
所
が
ま
す
ま
す
多
く
の
公
証
的
な
い
し
擬
似
公
証
的
機
能
を
引
き
受
け
て
い
っ
た
と
指
摘
し
て
い

（
（1
（

る
。
ま
た
、
ベ
ル
ン
ハ
ル

ト
・
デ
ィ
ー
ス
テ
ル
カ
ン
プ
は
近
著
で
、
そ
う
し
た
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
判
決
確
認
の
中
に
単
な
る
確
認
に
と
ど
ま
ら
な
い
作
用
を
認
め
、
そ
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れ
を
審
級
構
造
形
成
の
萌
芽
と
評
価
し
て
い

（
（1
（

る
。
ま
た
、
近
世
ド
イ
ツ
で
は
、
帝
国
最
高
法
院
と
帝
国
宮
内
法
院
が
帝
国
直
属
身
分
の
非
訟

事
案Extrajudizialgeschäfte

を
管
轄
し
、
後
見
人
指
定
、
禁
治
産
宣
告
、
養
子
縁
組
、
成
年
認
定
、
遺
言
作
成
・
確
認
、
契
約
の
確
認
、

和
解
の
確
認
な
ど
の
事
項
に
つ
い
て
、
多
く
の
事
案
を
処
理
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

（
（1
（

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
い
く
つ
か
の
研
究
は
、
一
四
世
紀
半
ば
以
降
、
皇
帝
・
国
王
の
宮
廷
に
お
い
て
非
訟
事
件
の
処
理
活
動
が
幅

広
く
展
開
さ
れ
て
い
く
傾
向
を
把
握
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
個
別
の
事
案
の
検
討
を
通
じ
て
十
分
に
明
ら
か
に
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
皇
帝
・
国
王
宮
廷
の
裁
判
活
動
に
関
す
る
史
料
要

（
（1
（

録
か
ら
関
連
史
料
を
収
集
し

て
、
そ
こ
に
現
れ
る
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
一
二
七
三
年
（
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
即
位
）
か
ら
一
三
七
八
年
（
カ
ー

ル
四
世
死
）
ま
で
の
全
般
的
な
推
移
を
確
認
す
る
。
先
に
触
れ
た
従
来
の
研
究
で
も
、
一
四
世
紀
半
ば
か
ら
始
ま
る
カ
ー
ル
四
世
治
世
が
こ

の
分
野
に
お
け
る
変
化
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
彼
の
時
代
が
終
わ
る
ま
で
の
傾
向
を
お
さ
え
て
お

く
こ
と
に
は
意
味
が
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
本
稿
で
は
、
一
二
七
三
年
か
ら
一
三
四
七
年
（
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
死
）
ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
、
個
々
の
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
立
ち
入
っ
た
検
討
を
行
う
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
は
、
一
四
世
紀
半
ば
以
降
の
展
開
の
前
提
を
明
ら
か
に
し

て
お
く
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
．
国
王
宮
廷
と
非
訟
事
件
（
一
二
七
三
年
か
ら
一
三
七
八
年
）

　

前
述
の
史
料
要
録
か
ら
関
連
史
料
を
拾
い
出
し
て
み
る
と
、
ま
ず
明
ら
か
な
の
は
、
対
象
期
間
を
通
し
て
、
国
王
宮
廷
に
お
け
る
非
訟
事

件
処
理
な
い
し
類
似
の
活
動
は
数
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
非
訟
事
件
処
理
に
対
す
る
「
需
要
」
の
大
半
は
、
司

教
代
理
裁
判
所
、
都
市
参
事
会
、
公
証
人
、
領
邦
・
地
方
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
な
ど
で
満
た
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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両
当
事
者
が
宮
廷
に
出
頭
し
て
、
国
王
や
宮
廷
裁
判
官
の
前
で
、
譲
渡
、
贈
与
、
権
利
放
棄
な
ど
の
法
的
行
為
を
行
う
ケ
ー
ス
を
い
わ

ば
純
然
た
る
非
訟
事
件
と
し
て
、
法
的
行
為
や
証
書
が
国
王
や
宮
廷
裁
判
官
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
ケ
ー
ス
か
ら
区
別
す
れ
ば
、
そ
の
件

数
は
ご
く
少
な
い
。
史
料
要
録
の
各
巻
が
含
む
年
代
ご
と
に
関
連
証
書
の
数
を
あ
げ
れ
ば
、
一
二
七
三－

一
二
九
一
年
：

（
（1
（

一
、
一
二
九
二－

一
三
一
三
年
：

（
（1
（

四
、
一
三
一
四－

一
三
四
七
年
：

（
（1
（

八
、
一
三
四
六－

一
三
五
五
年
：

（
（1
（

〇
、
一
三
五
五－

五
九
年
：

（
（1
（

〇
、
一
三
六
〇－

一
三
六
四

年
：

（
（1
（

〇
、一
三
六
五－
一
三
七
一
年
：

（
（2
（

四
、一
三
七
二－

一
三
七
八
年
：

（
（2
（

二
と
な
る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
期
（
一
三
一
四－

一
三
四
七
年
）

か
ら
か
な
り
多
く
の
史
料
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
こ
の
中
に
は
対
立
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
関
係
の
史
料
三
点
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
カ
ー
ル
四
世
の
登
場
と
と
も
に
こ
の
種
の
事
例
が
一
旦
見
ら
れ
な
く
な
り
、
彼
の
治

世
後
半
に
な
っ
て
再
び
出
現
し
て
く
る
の
は
特
徴
的
な
推
移
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
法
的
行
為
や
証
書
の
確
認
は
、
よ
り
多
く
見
ら
れ
る
。
皇
帝
・
国
王
に
よ
る
確
認
行
為
に
つ
い
て
、
同
様
の
区
分
で
、

印
章
の
付
与
な
ど
類
似
し
た
効
果
を
持
つ
ケ
ー
ス
も
含
め
、
ま
た
判
別
の
難
し
い
も
の
も
含
め
て
お
お
よ
そ
関
連
史
料
の
数
を
示
せ
ば
、

一
二
七
三－

一
二
九
一
年
：
一

（
（2
（

一
、
一
二
九
二－
一
三
一
三
年
：
一

（
（2
（

一
、
一
三
一
四－

一
三
四
七
年
：
二

（
（2
（

〇
、
一
三
四
六－

一
三
五
五
年
：

一
（
（2
（

五
、
一
三
五
五－

一
三
五
九
年
：
二

（
（2
（

二
、
一
三
六
〇－
一
三
六
四
年
：
一

（
（2
（

〇
、
一
三
六
五－

一
三
七
一
年
：
一

（
（2
（

二
、
一
三
七
二－

一
三
七
八

年
：

（
（2
（

九
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
史
料
要
録
の
一
冊
が
平
均
五
〇
〇
前
後
の
史
料
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
数
値
は
や
は

り
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
も
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

確
認
行
為
と
し
て
は
こ
う
し
た
支
配
者
本
人
に
よ
る
も
の
に
加
え
て
、
宮
廷
裁
判
官
や
支
配
者
に
代
わ
る
裁
判
官
が
、
宮
廷
裁
判
所
印
章

を
用
い
て
証
書
発
行
し
て
行
う
も
の
が
あ
る
。
そ
の
件
数
の
推
移
は
、
一
二
七
三－

一
二
九
一
年
：
〇
、一
二
九
二－

一
三
一
三
年
：
〇
、

一
三
一
四－

一
三
四
七
年
：

（
（3
（

七
、
一
三
四
六－

一
三
五
五
年
：

（
（3
（

七
、
一
三
五
五－
一
三
五
九
年
：

（
（3
（

八
、
一
三
六
〇－

一
三
六
四
年
：
二

（
（3
（

四
、

一
三
六
五－

一
三
七
一
年
：
六

（
（3
（

一
、一
三
七
二－

一
三
七
八
年
：
一

（
（3
（

八
で
あ
る
。
こ
の
種
の
活
動
が
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
期
か
ら
始
ま
っ
て
、
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カ
ー
ル
四
世
期
に
本
格
化
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
一
三
六
五－

一
三
七
一
年
の
数
が
非
常
に
多
い
の
は
、
同
一
の
当
事
者
（
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
の
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
、
カ
イ
ス
ハ
イ
ムK

aisheim

修
道
院
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
な
ど
）
が
多
数
の
証
書
の
確
認
を
ま
と
め

て
得
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
ま
た
、
お
お
よ
そ
一
三
五
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
確
認
の
た
め
に
出
さ
れ
る
証
書
の
形
式
が
定
型
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
も
、
史
料
要
録
か
ら
容
易
に
見
て
取
れ
る
。
上
述
の
よ
う
な
バ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
指
摘
の
基
礎
に
も
、
こ
の
タ
イ
プ
の
確

認
行
為
へ
の
注
目
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
時
期
的
変
遷
を
大
ま
か
に
と
ら
え
る
と
、「
純
然
た
る
」
非
訟
事
件
と
宮
廷
裁
判
官
等
に
よ
る
確
認
行
為
が
入
れ
替
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
治
世
が
過
渡
的
な
交
代
期
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い
う
所
見
が
得
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
所
見
を

ふ
ま
え
つ
つ
本
稿
で
は
次
に
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
死
ま
で
の
「
純
然
た
る
」
非
訟
事
件
を
個
別
的
に
取
り
上
げ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。
そ
こ
に
は
明
ら
か
な
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。

二
．
西
・
南
ド
イ
ツ
の
中
級
貴
族
と
王
権

　

一
二
七
七
年
一
一
月
に
ス
イ
ス
の
マ
イ
エ
ン
リ
ー
トM

eienried

で
発
行
さ
れ
た
証
書
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
分
家
の
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
・
キ
ー
ブ
ル
クK
yburg

・
ラ
ウ
フ
ェ
ン
ブ
ル
クLaufenburg
伯
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
と
そ
の
妻
ア
ン
ナ
に
よ
る
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

本
家
の
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
息
子
た
ち
に
対
す
る
所
領
譲
渡
を
記

（
（3
（

す
。
譲
渡
さ
れ
た
所
領
に
は
と
り
わ
け
重
要
な
都
市
フ
リ
ブ
ー
ル

Fribourg

（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
イ
ム
・
ユ
ヒ
ト
ラ
ン
トFreiburg im

 Ü
chtland

）
が
含
ま
れ
て
い
た
。
伯
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
は
、
ヴ
ィ
ー

ン
で
法
廷
に
座
し
た
国
王
の
前
に
お
い
て
所
領
の
譲
渡
を
願
い
出
て
、
居
合
わ
せ
た
諸
侯
・
貴
族
の
判
決
に
よ
り
国
王
か
ら
譲
渡
の
許
可
を

与
え
ら
れ
た
。
伯
は
同
年
七
月
に
ヴ
ィ
ー
ン
に
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の

（
（3
（

で
、
こ
の
手
続
も
お
そ
ら
く
そ
の
頃
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
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う
。
こ
の
許
可
は
、そ
の
後
一
一
月
に
マ
イ
エ
ン
リ
ー
ト
で
開
か
れ
た
裁
判
の
場
に
お
け
る
判
決
で
、集
ま
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
法
に
か
な
っ

た
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
次
第
を
記
し
た
本
証
書
は
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
司
教
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
ク
ー
ノ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
ム
ブ

ル
クK

uno von K
ram

burg

に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
、
彼
ら
の
印
章
も
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
で
は
、
所
領
を
処
分
し
て
い
る
の
が
国
王

の
甥
に
あ
た
る
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
で
あ

（
（3
（

り
、
処
分
の
受
益
者
は
ま
さ
に
国
王
の
息
子
た
ち
で
あ
っ
て
、
国
王
と
か
か
わ
り
の
深
い
案
件
で
あ

る
。
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
は
国
王
即
位
前
か
ら
ア
ン
ナ
の
後
見
人
で
あ
り
、
ア
ン
ナ
と
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
を
結
婚
さ
せ
た
後
は
、
サ
ヴ
ォ
ワ
伯

の
支
配
拡
大
に
対
抗
し
て
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
を
保
護
下
に
置
く
な
ど
し
て
い

（
（3
（

た
。
ま
た
、
譲
渡
に
は
伯
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
の
未
成
年
の
子
ど
も

た
ち
の
同
意
が
欠
け
て
い
る
こ
と
も
言
及
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
相
続
権
の
あ
る
親
族
等
の
同
意
も
得
て
所
領
が
譲
渡
さ
れ
る
と

こ
ろ
、
未
成
年
の
た
め
そ
う
し
た
手
順
を
踏
め
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
、
法
廷
に
お
け
る
判
決
と
い
う
形
式
を
と
ら
せ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　

国
王
ア
ー
ド
ル
フ
の
治
世
に
お
い
て
は
、
一
二
九
二
年
八
月
に
お
そ
ら
く
ケ
ル
ン
で
出
さ
れ
た
証
書
が
、
ユ
ッ
タ
・
フ
ォ
ン
・
モ
ン
ジ
ョ

ワM
ontjoie

（
モ
ン
シ
ャ
ウM

onschau

）
に
よ
る
所
領
譲
渡
を
記

（
（4
（

す
。
彼
女
の
亡
夫
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
六
世
・
フ
ォ
ン
・
モ
ン
ジ
ョ
ワ
は
、
か

つ
て
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
ヴ
ェ
ヒ
タ V

echta 
を
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
司
教
教
会
に
売
却
し
、
そ
の
売
却
か
ら
六
〇
〇
〇
マ
ル
ク
を
モ
ル
ゲ

ン
ガ
ー
ベM

orgengabe

と
し
て
得
た
が
、
そ
の
金
額
を
他
の
物
件
に
投
資
す
る
こ
と
を
い
っ
た
ん
約
束
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

を
他
の
債
務
の
返
済
に
ま
わ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
ア
ー
ヘ
ン
の
南
東
に
位
置
す
る
モ
ン
ジ
ョ
ワ M

ontjoie 

を
彼
女
に
質
入
し
、

ま
た
そ
れ
を
彼
女
に
授
封
す
る
よ
う
、
封
主
の
リ
ン
ブ
ル
クLim

burg
公
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
四
世
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
約
束
し
、
実
際
に
リ

ン
ブ
ル
ク
公
に
よ
る
授
封
も
行
わ
れ
た
。
モ
ン
ジ
ョ
ワ
に
対
す
る
実
質
的
支
配
は
し
か
し
現
在
彼
女
の
甥
に
あ
た
る
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・

フ
ァ
ル
ケ
ン
ブ
ル
クV

alkenburg

の
手
中
に
あ
る

（
（4
（

が
、
ユ
ッ
タ
は
そ
れ
を
、
彼
女
の
親
戚
に
あ
た
る
ウ
タ
と
そ
の
夫
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・

リ
ン
ブ
ル
ク
に
譲
渡
す
る
。
証
書
に
は
、
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
の
他
に
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ゲ
ア
ハ
ル
ト
と
ト
リ
ー
ア
大
司
教
ボ
エ
ム
ン
ト
が
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印
章
を
付
し
て
い
る
。
裁
判
の
形
式
こ
そ
と
っ
て
い
な
い
が
、
先
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
・
キ
ー
ブ
ル
ク
・
ラ
ウ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
伯
の
場
合
と
同

様
、
国
王
の
前
で
貴
族
間
の
所
領
譲
渡
が
行
わ
れ
て
い
る
。
譲
受
人
の
一
人
ヨ
ハ
ン
の
姉
妹
が
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
の
妻
イ
マ
ギ
ナIm

agina

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
件
が
国
王
の
も
と
へ
持
ち
出
さ
れ
た
理
由
で
あ
ろ

（
（4
（

う
。
ま
た
譲
渡
者
で
あ
る
ユ
ッ
タ
が
女
性
で
あ
る
こ
と
も
、
譲

渡
行
為
が
国
王
臨
席
の
も
と
に
行
わ
れ
、
国
王
証
書
化
さ
れ
た
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
一
二
九
三
年
九
月
の
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
の
証
書
は
、
国
王
が
主
催
す
る
裁
判
の
場
に
お
い
て
、
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
クH

ohenberg

伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
娘
ア
グ
ネ
ス
が
、
父
に
対
し
て
金
銭
と
所
領
を
贈
与
し
た
こ
と
を
述
べ

（
（4
（

る
。
す
な
わ
ち
、
ア
グ
ネ
ス
は
、
ケ
ル
ン
テ
ン

公
マ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
息
子
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
と
結
婚
し
て
い
た
が
、
夫
の
死
後
、
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
伯
に
よ
り
嫁
資M

itgift

と
し
て
与
え
ら

れ
て
い
た
一
五
〇
〇
マ
ル
ク
と
、
モ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
ベ
と
し
て
夫
に
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
た
一
〇
〇
マ
ル
ク
お
よ
び
モ
ン
タ
ニM

ontani

城

を
、父
に
贈
与
し
た
の
で
あ
る
。い
ず
れ
も
ア
グ
ネ
ス
の
婚
姻
に
か
か
わ
る
財
産
で
あ
っ
た
が
、嫁
資
は
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
も
と
に
復
帰
し
、

加
え
て
ケ
ル
ン
テ
ン
公
に
由
来
す
る
部
分
も
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
伯
の
支
配
下
に
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
伯
・
ケ
ル
ン

テ
ン
公
と
も
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
近
い
親
戚
で
、
ル
ー
ド
ル
フ
時
代
の
国
王
宮
廷
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ

（
（4
（

た
。

問
題
の
法
行
為
は
や
は
り
女
性
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
が
国
王
宮
廷
の
裁
判
の
場
で
遂
行
さ
れ
証
書
化
さ
れ
た
こ
と
の
一
因
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
二
九
六
年
六
月
の
ラ
イ
ン
グ
ラ
ー
フRheingraf

・
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
名
で
出
さ
れ
た
証
書
は
、
国
王
証
書
で
は
な
い
が
、
国
王

ア
ー
ド
ル
フ
が
主
催
す
る
裁
判
の
席
に
お
け
る
法
行
為
を
伝
え
て
い

（
（4
（

る
。
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
開
か
れ
て
い
た
国
王
法
廷
で
、
ラ

イ
ン
グ
ラ
ー
フ
は
国
王
か
ら
封
と
し
て
得
て
い
た
ガ
イ
ゼ
ン
ハ
イ
ムGeisenheim

の
流
通
税
を
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
に
対
し
て
放
棄
し
、
国

王
は
そ
れ
を
六
年
間
の
期
間
で
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
人
ア
ン
ゼ
ル
ムA

nselm

に
質
入
し
た
。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
と
そ
の
相
続
人
た

ち
が
ア
ン
ゼ
ル
ム
と
そ
の
相
続
人
た
ち
の
流
通
税
に
対
す
る
権
利
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
判
決
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

（
（4
（

た
。
こ
の
点
が



論　　　説

北法66（5・8）1262

特
に
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
ラ
イ
ン
グ
ラ
ー
フ
と
ア
ン
ゼ
ル
ム
の
間
で
紛
争
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
を
推
測
さ
せ
る
。
ま
た
、
質

入
は
国
王
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
質
入
の
効
果
を
確
保
す
る
こ
と
は
国
王
の
利
害
に
も
適
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
事
情

か
ら
、
法
廷
に
お
け
る
譲
渡
と
そ
の
証
書
化
と
い
う
手
続
が
ふ
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
人
ア
ン
ゼ
ル
ム
は
、
既

に
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
も
と
で
一
二
八
〇
年
代
に
、
国
王
に
対
す
る
債
権
者
と
し
て
登
場
し
て
い

（
（4
（

た
。
ガ
イ
ゼ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
ラ
イ
ン

川
の
流
通
税
徴
収
権
は
、
既
に
一
三
世
紀
初
め
か
ら
ラ
イ
ン
グ
ラ
ー
フ
の
手
中
に
あ
っ
た

（
（4
（

が
、
一
方
で
一
二
一
一
年
一
月
に
は
そ
れ
が
帝
国

レ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
が
中
ラ
イ
ン
地
方
の
貴
族
た
ち
に
よ
る
仲
裁
判
決
で
確
認
さ
れ
て
い

（
（5
（

た
。
ラ
イ
ン
グ
ラ
ー
フ
・
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
、

一
二
六
〇
年
九
月
に
は
妻
ア
グ
ネ
ス
の
寡
婦
産W

ittum
 

と
し
て
、
ガ
イ
ゼ
ン
ハ
イ
ム
の
流
通
税
収
入
か
ら
二
五
〇
マ
ル
ク
を
割
り
当

（
（5
（

て
、

ま
た
兄
弟
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
と
と
も
に
流
通
税
免
除
を
認
め
て
い

（
（5
（

た
。
こ
の
よ
う
に
、
長
く
ラ
イ
ン
グ
ラ
ー
フ
家
が
保
有
し
て
い
た
権
利
が
こ
の

と
き
放
棄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

国
王
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
の
治
世
か
ら
は
、
一
三
〇
三
年
八
月
に
国
王
に
代
わ
る
裁
判
官
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ネ
ッ
ク

Gottfried von Brauneck

に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
証
書
が
伝
わ

（
（5
（

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
が
主
催
す
る
裁
判
の
場
に
お
い

て
、
デ
ィ
ー
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ン
ハ
ウ
ゼ
ンD

iepold von Bernhausen

が
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
に
対
し
て
、

ボ
ッ
ペ
ン
ヴ
ァ
イ
ラ
ーBoppenw

eiler

の
荘
園
を
、
彼
が
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
ト
ゥ
オ
ゼEberhard der T

uose

か
ら
裁
判
で
獲
得
し

た
諸
権
利
な
ど
付
属
す
る
一
切
の
権
利
を
含
め
て
自
発
的
に
譲
渡
し
た
。
譲
渡
は
ま
た
デ
ィ
ー
ポ
ル
ト
の
妻
の
名
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
た
。

以
上
の
こ
と
を
証
言
す
べ
く
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
に
よ
り
裁
判
証
書
が
発
行
さ
れ
た
の
で
あ

（
（5
（

る
。
貴
族
間
の
所
領
譲
渡
で
あ
る
が
、
譲
渡
対
象

の
中
に
他
の
裁
判
に
お
い
て
獲
得
さ
れ
た
権
利
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
譲
渡
自
体
を
法
廷
で
行
わ
せ
る
背
景
と
な
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

一
三
一
四
年
の
国
王
選
挙
は
二
重
選
挙
と
な
り
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
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そ
れ
ぞ
れ
国
王
に
選
出
さ
れ
た
。
一
三
一
五
年
六
月
七
日
に
ス
イ
ス
の
バ
ー
デ
ン
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
・
ラ
ウ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
伯
ヨ
ハ
ン
が
、

親
戚
で
あ
る
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
伯
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
と
ハ
ル
スH

als

伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
助
言
を
得
て
発
行
し
た
証

（
（5
（

書
は
、
彼
と
彼
の
継
母
で

故
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
・
ラ
ウ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
伯
ル
ー
ド
ル
フ
（
三
世
）
の
妻
で
あ
っ
た
マ
リ
ア
（
父
は
エ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ンÖ

ttingen

伯
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
）
と
の
和
解
を
伝
え
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
マ
リ
ア
に
よ
る
権
利
放
棄
は
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
法
廷
で
行
わ
れ

（
（5
（

た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
家
の
親
戚
の
貴
族
た
ち
の
間
で
の
相
続
問
題
の
解
決
が
国
王
法
廷
に
お
け
る
法
行
為
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
放
棄
主

体
で
あ
る
マ
リ
ア
が
女
性
で
あ
る
こ
と
も
、
国
王
法
廷
で
の
行
為
と
い
う
手
続
を
ふ
ま
せ
た
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
・
ラ
ウ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
伯
家
に
関
し
て
、
更
に
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
一
三
一
五
年
六
月
一
一
日
に
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
で

発
行
し
た
証
書
で
、
彼
の
前
で
行
わ
れ
た
所
領
交
換
の
次
第
を
述
べ
て
い

（
（5
（

る
。
す
な
わ
ち
国
王
の
前
で
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
伯
ヴ
ェ
ル
ナ
ー

と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
・
ラ
ウ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
伯
ヨ
ハ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
有
す
る
諸
権
利
と
帝
国
レ
ー
ン
を
、
国
王
の
手
を
通
し
て
交
換

し
（
（5
（

た
。
た
だ
し
そ
の
際
伯
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
将
来
の
結
婚
の
際
に
返
戻
金W

iderlage

と
モ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
ベ
を
譲
渡
し
た
レ
ー
ン
か
ら
指
定

す
る
権
利
を
留
保
し

（
（5
（

た
。
ま
た
伯
ヨ
ハ
ン
が
未
成
年
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
国
王
の
大
権
と
国
王
宮
廷
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
、

ヨ
ハ
ン
は
有
効
な
契
約
を
締
結
し
う
る
年
齢
に
達
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ

（
（6
（

た
。
こ
の
と
き
の
交
換
行
為
は
実
質
的
に
は
相
続
契
約
と
し
て
の

意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た

（
（6
（

が
、
こ
の
場
合
も
両
当
事
者
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
親
戚
、
つ
ま
り
国
王
の
親
族
で
あ
り
、
こ
の
法
行
為
の
成

立
に
は
国
王
自
身
関
心
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
交
換
自
体
は
裁
判
の
形
式
を
と
っ
て
い
な
い
が
、
伯
ヨ
ハ
ン
の
未
成
年
と
い
う
瑕

疵
を
治
癒
す
る
た
め
に
、
宮
廷
裁
判
所
の
判
決
と
い
う
手
続
が
ふ
ま
れ
て
い
る
。
ヨ
ハ
ン
の
未
成
年
と
い
う
事
情
は
、
こ
の
行
為
が
国
王
の

前
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
促
し
た
要
因
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
件
に
関
し
て
は
更
に
一
三
二
一
年
二
月
に
も
コ
ル
マ
ー
ル
で
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
よ
り
国
王
証
書
が
出
さ
れ

（
（6
（

た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
上

述
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
・
ラ
ウ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
伯
ヨ
ハ
ン
と
、
こ
の
間
に
亡
く
な
っ
た
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
伯
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
子
で
未
成
年
の
伯
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ヴ
ェ
ル
ナ
ー
が
、国
王
の
前
へ
来
た
。そ
の
際
伯
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
プ
フ
ィ
ル
トPfirt

伯
ウ
ル
リ
ヒ
に
よ
り
代
理
さ
れ
て
い
た
が
、そ
れ
は
ヴ
ェ

ル
ナ
ー
が
未
成
年
の
た
め
、
親
戚
と
し
て
本
来
代
理
人
を
つ
と
め
る
は
ず
の
伯
ヨ
ハ
ン
に
代
わ
っ
て
国
王
の
も
と
で
の
判
決
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
こ
と
で
あ
っ

（
（6
（

た
。
そ
の
う
え
で
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
が
保
有
す
る
帝
国
レ
ー
ン
を
死
亡
時
に
は
贈
与
す
る
こ
と
を
互
い
に
約
し
た
。
こ
の

う
ち
伯
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
へ
の
帝
国
レ
ー
ン
の
授
封
は
、
代
理
で
あ
る
プ
フ
ィ
ル
ト
伯
を
介
し
て
ま
さ
に
こ
の
と
き
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
の

行
為
は
前
年
の
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
伯
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
早
死
に
よ
っ
て
、
上
述
の
一
三
一
五
年
の
相
続
契
約
を
結
び
直
す
必
要
が
生
じ
た
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

（
（6
（

が
、
こ
こ
で
登
場
す
る
伯
た
ち
も
す
べ
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
親
戚
で
あ
り
、
ま
た
今
度
は
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク

伯
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
方
が
未
成
年
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
一
三
一
五
年
の
ケ
ー
ス
と
共
通
し
て
お
り
、
本
件
が
国
王
の
前
で
行
わ
れ
た
要

因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
二
人
の
国
王
の
争
い
は
、
一
三
二
二
年
の
ミ
ュ
ー
ル
ド
ル
フM

ühldorf

の
戦
い
で
前
者
が
勝
利
し

て
事
実
上
決
着
す
る
が
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
も
と
で
は
、
一
三
三
二
年
五
月
に
彼
の
宮
廷
裁
判
官
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
グ
ン
デ
ル
フ
ィ

ン
ゲ
ンK

onrad von Gundelfingen

が
上
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
ラ
ー
フ
ェ
ン
ス
ブ
ル
クRavensburg

で
宮
廷
裁
判
所
の
印
章
を
付
し
て

発
行
し
た
証
書
が
非
訟
事
件
に
か
か
わ

（
（6
（

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
モ
ン
ト
フ
ォ
ル
トM

ontfort

（
・
フ
ェ
ル
ト
キ
ル
ヒFeldkirch

）
伯
ル
ー

ド
ル
フ
四
世
が
そ
の
妻
ア
ン
ナ
へ
の
返
戻
金
の
割
り
当
て
を
、
判
決
に
よ
っ
て
許
可
す
る
よ
う
求
め

（
（6
（

た
。
そ
れ
を
受
け
て
宮
廷
裁
判
所
は
、

問
題
の
財
産
は
伯
の
ア
イ
ゲ
ン
な
の
で
、
伯
は
割
り
当
て
を
な
し
う
る
と
い
う
判
決
を
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
伯
か
ら
妻
へ
の
引
渡
し

が
皇
帝
に
代
わ
る
宮
廷
裁
判
官
の
手
を
経
て
行
わ
れ
、
ま
た
伯
の
放
棄
は
教
え
ら
れ
た
言
葉
で
も
っ
て
宮
廷
の
法
に
沿
う
か
た
ち
で
な
さ

れ
（
（6
（

た
。
こ
の
行
為
が
集
ま
っ
た
彼
ら
の
友
人
た
ち
の
助
言
を
得
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
言
及
さ
れ
て
い

（
（6
（

る
。
モ
ン
ト
フ
ォ
ル
ト
伯

も
属
す
る
上
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
・
ス
イ
ス
の
貴
族
世
界
と
国
王
宮
廷
裁
判
所
の
結
び
つ
き
を
う
か
が
わ
せ
る
言
及
で
あ
る
。
モ
ン
ト
フ
ォ
ル

ト
伯
家
は
元
来
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
の
関
係
が
深
く
、
同
家
出
身
の
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
ル
ー
ド
ル
フ
は
王
位
争
い
で
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
派
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の
有
力
者
で
あ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
一
三
三
二
年
ご
ろ
に
は
皇
帝
と
和
解
し
て
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
に
接
近
し
て
い

（
（6
（

た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
の
宮
廷
で
こ
の
譲
渡
行
為
が
な
さ
れ
た
の
に
は
、
そ
う
し
た
政
治
状
況
も
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

一
三
三
七
年
七
月
に
は
ロ
ッ
ト
ヴ
ァ
イ
ル
の
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
主
催
す
る
法
廷
で
、
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
伯
フ
ー
ゴ
ー
と
そ
の
妻

ウ
ル
ズ
ラ
に
よ
る
権
利
放
棄
が
行
わ
れ

（
（7
（

た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
エ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
を
代
理
人
に
指
名
し
た
う
え
で
、
ウ

ル
ズ
ラ
の
亡
父
プ
フ
ィ
ル
ト
伯
ウ
ル
リ
ヒ
の
遺
産
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（
二
世
）
と
そ
の
妻
ヨ

ハ
ン
ナ
の
た
め
に
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
国
王
の
問
い
に
答
え
て
法
廷
は
こ
の
放
棄
を
有
効
と
判
決
し
た
。
ヨ
ハ
ン
ナ
と
ウ
ル
ズ
ラ
は
姉
妹

で
あ
り
、
こ
の
放
棄
に
よ
っ
て
エ
ル
ザ
ス
に
あ
っ
た
プ
フ
ィ
ル
ト
伯
家
領
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
手
中
に
入
っ
た
。
代
理
人
と
な
っ
た
エ
ッ

テ
ィ
ン
ゲ
ン
伯
も
含
め
て
エ
ル
ザ
ス
か
ら
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
グ
ラ
ー
フ
た
ち
の
世
界
が
背
景
に
あ
る
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
も
こ
こ
で
は
こ

の
世
界
に
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
放
棄
を
行
っ
た
の
が
ウ
ル
ズ
ラ
と
い
う
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
こ
の
件
が
皇
帝
の
前
で

実
行
さ
れ
た
こ
と
の
要
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

一
三
四
一
年
五
月
に
は
国
王
に
代
わ
る
裁
判
官
と
し
て
オ
ル
テ
ン
ブ
ル
クO

rtenburg

伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
、
ラ
ン
ズ
フ
ー
ト
で
、
宮
廷

裁
判
所
印
章
付
き
の
証
書
を
発
行
し
て
い

（
（7
（

る
。
証
書
は
、
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デO

rlam
ünde

女
伯
ポ
デ
ィ
カPodika

（
ポ
ス
ケ
・
フ
ォ
ン
・

シ
ャ
ウ
ン
ベ
ル
クPoske von Schaunberg

の
娘
）
が
騎
士
ポ
ス
ケ
・
フ
ォ
ン
・
ス
ヴ
ェ
レ
デ
ィ
ッ
ツPoske von Sw

eredicz

を
代
弁

人Fürsprecher

に
指
定
し
、
彼
の
権
限
が
判
決
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
後
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
・
ヨ
ハ
ン
お
よ
び

そ
の
妻
ク
ニ
グ
ン
デ
と
の
間
で
和
解
が
成
立
し
た
こ
と
を
記
す
。
ク
ニ
グ
ン
デ
の
前
夫
は
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
オ
ッ
ト
ー
で
あ
り
、
つ
ま
り

オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
の
遺
産
の
帰
属
が
問
題
で
あ
っ
た
。
ポ
デ
ィ
カ
は
一
五
〇
〇
シ
ョ
ッ
ク
の
金
額
と
引
き
換
え
に
、
す
べ
て
の
権
利
を
放

棄
し
、
そ
れ
が
判
決
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ

（
（7
（

た
。
当
事
者
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
か
ら
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
貴
族
た
ち
で
あ

（
（7
（

り
、
ま
た
や

は
り
女
性
に
よ
る
権
利
放
棄
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
受
益
者
で
あ
る
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
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宮
廷
と
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い

（
（7
（

た
。

　

一
三
四
一
年
八
月
の
テ
ッ
クT

eck

公
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
証
書
は
、
彼
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（
二
世
）
に
対
し
て
有
す
る

請
求
権
を
、
皇
帝
宮
廷
裁
判
所
に
お
い
て
、
テ
ッ
ク
公
コ
ン
ラ
ー
ト
に
譲
渡
し
た
こ
と
を
記

（
（7
（

す
。
テ
ッ
ク
公
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
一
三
三
〇

年
代
以
降
、
宮
廷
裁
判
官
や
皇
帝
に
代
わ
る
裁
判
官
と
し
て
頻
出
す
る
人
物
で
あ
り
、
権
利
譲
渡
を
宮
廷
裁
判
所
で
行
う
の
は
自
然
で

あ
（
（7
（

る
。
証
書
に
は
彼
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
側
近
で
あ
っ
た
グ
ラ
イ
ス
バ
ッ
ハGraisbach

伯
ベ
ル
ト
ル
ト
（
フ
ォ

ン
・
ノ
イ
フ
ェ
ンN

euffen
）
の
印
章
も
付
さ
れ
て
お
り
、
皇
帝
に
近
い
貴
族
た
ち
の
間
の
行
為
と
い
う
性
格
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

　

以
上
、
一
二
七
三
年
か
ら
一
三
四
七
年
ま
で
の
期
間
に
国
王
宮
廷
で
扱
わ
れ
た
「
純
然
た
る
」
非
訟
事
件
を
観
察
し
て
き
た
が
、
結
果
は

い
く
つ
か
の
点
で
明
確
で
あ
り
、
は
っ
き
り
と
あ
る
一
定
の
タ
イ
プ
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
登
場
す
る
当
事
者
は
す
べ

て
世
俗
貴
族
で
あ
り
、
そ
れ
も
身
分
的
に
は
諸
侯
や
下
級
貴
族
で
な
く
、
そ
の
間
に
位
置
す
る
中
級
貴
族
つ
ま
り
グ
ラ
ー
フ
や
ヘ
ル
た
ち
で

あ
（
（7
（

る
。
彼
ら
が
所
領
を
持
っ
て
い
た
の
は
ド
イ
ツ
西
南
部
か
ら
、
西
部
、
南
部
、
中
部
で
あ
り
、
し
か
も
彼
ら
は
国
王
と
親
戚
関
係
な
ど
で

結
ば
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
概
し
て
国
王
宮
廷
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
彼
ら
の
間
の
法
的
行
為
の
効
力
を
強
化
す
る
こ
と

が
国
王
自
身
の
利
害
に
適
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
法
的
行
為
を
遂
行
す
る
当
事
者
と
し
て
は
、
女
性
や
未
成
年
者
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

何
ら
か
の
方
法
で
当
該
法
的
行
為
の
効
力
を
安
定
化
し
て
後
に
生
じ
う
る
問
題
に
備
え
る
と
い
う
必
要
性
が
存
し
た
。
上
述
の
国
王
宮
廷
と

の
密
接
な
関
係
を
前
提
に
、
こ
の
必
要
性
が
、
宮
廷
に
お
け
る
裁
判
な
い
し
類
似
の
手
続
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

お
わ
り
に
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一
二
七
三
年
以
後
の
国
王
宮
廷
で
扱
わ
れ
た
非
訟
事
件
が
示
し
た
以
上
の
よ
う
な
特
徴
は
、
こ
の
時
期
の
王
権
の
性
格
と
も
よ
く
対
応
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
故
ペ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ラ
フ
は
、
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
以
下
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
ま
で
の
国
王
た
ち
を
、「
小
さ

な
国
王
」
と
し
て
特
徴
づ
け

（
（7
（

た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
「
二
代
目
」
で
あ
っ
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
を
別
に
し
て
、い
ず
れ
も
も
と
は
グ
ラ
ー

フ
で
あ
っ
た
一
貴
族
が
国
王
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
西
欧
や
南
欧
の
王
た
ち
に
比
べ
れ
ば
彼
ら
が
営
ん
だ
宮
廷
の
規
模
も
さ
さ
や
か
な

も
の
で
あ
っ
た
。
父
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
国
王
即
位
前
を
知
っ
て
い
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
も
含
め
て
、
彼
ら
は
ド
イ
ツ
西
部
・
南
部
の
中

級
貴
族
の
世
界
と
近
し
い
王
た
ち
で
あ
っ

（
（7
（

た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
続
く
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
時
代
ま
で
、
中
級
貴
族
を
当
事
者
と

す
る
非
訟
事
件
が
宮
廷
で
扱
わ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
時
代
か
ら
は
、
こ
う
し
た
貴
族
の
世
界
と
は
別
の
文
脈
の
事
例
も
伝
わ
る
。
一
三
三
三
年
五
月
に
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
が
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
で
発
行
し
た
証
書
は
、
同
市
の
女
性
市
民
ヴ
ェ
ル
ン
ト
ル
ー
ト
・
ハ
イ
ンW

erntrud H
ein

が
売
買
証
書
と

和
解
証
書
を
皇
帝
に
示
し
た
う
え
で
そ
れ
ら
の
確
認
を
求
め
、
皇
帝
が
求
め
に
応
じ
て
確
認
し
た
こ
と
を
記

（
（8
（

す
。
裁
判
の
形
式
は
と
ら
れ
て

い
な
い
が
、
女
性
市
民
が
私
証
書
の
効
力
強
化
の
た
め
に
、
皇
帝
に
頼
っ
た
例
と
し
て
興
味
深
い
。
こ
の
事
例
は
、
お
そ
ら
く
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
四
世
時
代
に
や
は
り
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
お
よ
び
そ
の
市
民
に
関
し
て
、
宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
確
認
行
為
が
出
現
し
て
く
る
こ
と
と
の
関

係
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

（
（8
（

る
。
カ
ー
ル
四
世
治
世
末
期
に
な
っ
て
再
出
現
す
る
「
純
然
た
る
」
非
訟
事
件
の

中
に
も
、宮
廷
裁
判
所
に
お
い
て
獲
得
さ
れ
た
諸
権
利
を
や
は
り
宮
廷
裁
判
所
で
譲
渡
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
含
め

（
（8
（

て
、ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
四
世
期
に
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
か
ら
始
ま
り
、
カ
ー
ル
四
世
期
に
よ
り
組
織
的
に
進
め
ら
れ
た
、
宮
廷
裁
判
所
の
活
動
強
化
と
裁
判
所
間
の

関
係
の
明
確
化
の
動
き
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る

（
（8
（

が
、
そ
う
し
た
問
題
は
続
稿
で
の
更
な
る
検
討
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。
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（
１
）
例
え
ば
、
岡
崎
敦
「
教
会
訴
訟
外
裁
治
権
の
形
成
（
一
二
世
紀
）
─
─
パ
リ
司
教
文
書
の
分
析
─
─
」『
史
淵
』
一
四
七
号
（
二
〇
一
〇
年
）

一
四
一－

一
七
一
頁
、
同
「
パ
リ
に
お
け
る
教
会
非
訟
事
項
裁
治
権
と
司
教
代
理
判
事
制
度
の
生
成
（
一
三
世
紀
は
じ
め
）」『
史
淵
』
一
五
〇

号
（
二
〇
一
三
年
）
九
五－

一
二
八
頁
、
同
「
一
二
世
紀
北
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
私
的
な
法
行
為
の
認
証
に
つ
い
て
」『
史
淵
』
一
五
一
号
（
二

〇
一
四
年
）
八
五－

一
〇
九
頁
、
山
田
雅
彦
「
中
世
後
期
ア
ミ
ア
ン
に
お
け
る
契
約
登
記
簿
の
誕
生
─
─
都
市
自
治
体
に
よ
る
非
訟
裁
治
権

〈jurisdiction gracieuse

〉
の
行
使
を
軸
と
し
て
」『
史
窓
』
六
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
七－

五
〇
頁
、
臼
井
佐
知
子
他
編
『
契
約
と
紛
争
の

比
較
史
料
学
─
─
中
近
世
に
お
け
る
社
会
秩
序
と
文
書
』（
二
〇
一
四
年　

吉
川
弘
文
館
）
な
ど
。

（
２
）
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
関
心
方
向
の
点
で
、
本
稿
は
、
公
証
人
を
扱
っ
た
筆
者
の
前
稿
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
拙
稿
「
中
世
後
期
ド
イ

ツ
の
国
王
裁
判
権
と
公
証
人
」『
北
大
法
学
論
集
』
六
五
巻
五
号
（
二
〇
一
五
年
）
一－

六
〇
頁
お
よ
び
拙
訳
「
帝
国
公
証
人
条
令
（
一
五
一
二

年
）
邦
訳
」『
北
大
法
学
論
集
』
六
五
巻
六
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
四
八－

二
六
六
頁
を
参
照
。

（
３
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
、
非
訟
事
件
に
関
す
る
裁
判
所
の
活
動
の
歴
史
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
、E. D

ö
rin
g, A

rt. Freiw
illige Gerichtsbarkeit, 

in: H
andw

örterbuch zur deutschen R
echtsgeschichte, 1. A

ufl., B
d. 1, B

erlin 1971,  Sp. 1252-1262; Ina E
b
e
r
t, A

rt. 
Freiw

illige Gerichtsbarkeit, in: H
andw

örterbuch zur deutschen Rechtsgeschichte, 2. A
ufl., Bd. 1, Berlin 2008, Sp. 1784-1786.

（
４
）
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
な
ど
の
法
書
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
展
開
に
つ
い
て
は
、J. W

. P
la
n
ck, D

as D
eutsche Gerichtsverfahren im

 
M

ittelalter. N
ach dem

 Sachsenspiegel und den verw
andten Rechtsquellen, Bd. 2, Braunschw

eig 1879, S. 157 ff., 193 ff. 

を

参
照
。

（
５
）W

infried T
ru
sen, A

nfänge des gelehrten Rechts in D
eutschland. Ein Beitrag zur Geschichte der Frührezeption, (Recht 

und Geschichte, Bd. 1), W
iesbaden 1962, S. 63-68.

（
６
）H

elen W
a
n
k
e, Zw

ischen geistlichem
 G

ericht und Stadtrat. U
rkunden, Personen und O

rte der freiw
illigen 

G
erichtsbarkeit in Straß

burg, Speyer und W
orm

s im
 13. und 14. Jahrhundert, (Q

uellen und A
bhandlungen zur 

m
ittelrheinischen K

irchengeschichte, Bd. 119), M
ainz 2007 

を
参
照
。
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
（
お
よ
び
ヴ
ォ
ル
ム
ス
）
は
前
者
の
、

シ
ュ
パ
イ
ア
ー
は
後
者
の
例
で
あ
る
。

（
７
）
近
世
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
条
令
に
お
け
る
規
制
に
つ
い
て
、Gustaf K

lem
ens S

ch
m
elzeisen, Polizeiordnungen und Privatrecht, (Forschungen 

zur neueren Privatrechtsgeschichte, Bd. 3), M
ünster-K

öln 1955, S. 93 ff. 
（
後
見
）, 156 ff. 

（
遺
言
な
ど
）, 180 ff. 

（
遺
産
）.
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（
８
）
加
納
修
「
フ
ラ
ン
ク
時
代
の
仮
装
訴
訟
と
は
何
か
─
─
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
後
期
の
国
王
法
廷
の
役
割
に
関
す
る
一
考
察
」『
史
学
雑
誌
』
一
一

〇
編
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
四
二－

六
二
頁
を
参
照
。

（
９
）
宮
廷
裁
判
所
が
発
行
す
る
確
認
・
認
証
証
書
に
つ
い
て
は
、Friedrich B
a
t
t
en
berg, D

as H
ofgerichtssiegel der deutschen K

aiser 
und K

önige 1235-1451, (Q
uellen und Forschungen zur höchsten Gerichtsbarkeit im

 A
lten Reich, Bd. 6), K

öln-W
ien 1979, S. 

149 f. 
も
参
照
。

（
10
）Friedrich B

a
t
t
en
berg, D

ie königlichen H
ofrichter vom

 13. bis 15. Jahrhundert. Eine U
ntersuchung zur sozialen und 

funktionalen Einbindung der H
ofgerichtsbarkeit in den K

önigshof, in: Peter M
o
ra
w (H

g.), D
eutscher K

önigshof, H
oftag 

und Reichstag im
 späteren M

ittelalter, (V
orträge und Forschungen, Bd. 48), Stuttgart 2002, S. 239-290, S. 289.

（
11
）Bernhard D

iest
elk

a
m
p, V

om
 einstufigen Gericht zur obersten Rechtsm

ittelinstanz. D
ie deutsche K

önigsgerichtsbarkeit 
und die V

erdichtung der Reichsverfassung im
 Spätm

ittelalter, (Q
uellen und Forschungen zur höchsten Gerichtsbarkeit 

im
 A

lten Reich, Bd. 64), K
öln u. a. 2014, S. 46 ff. 

（
12
）W

olfgang S
ellert, Ü

ber die Zuständigkeitsabgrenzung von Reichshofrat und Reichskam
m

ergericht, (U
ntersuchungen 

zur deutschen Staats- und Rechtsgeschichte, N
F, Bd. 4), A

alen 1965, S. 98-111.

（
13
）Bernhard D

iest
elk

a
m
p (H

g.), U
rkundenregesten zur T

ätigkeit des deutschen K
önigs- und H

ofgerichts bis 1451, (Q
uellen 

und Forschungen zur höchsten Gerichtsbarkeit im
 A

lten Reich, Sonderreihe), K
öln u. a. 1986 ff. 

こ
の
史
料
要
録
が
非
訟
事
件

関
係
の
史
料
も
含
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、Bernhard D

iest
elk

a
m
p und Ekkehart R

o
t
t
er (Bearb.), D

ie Zeit von K
onrad I. 

bis H
einrich V

I. 911-1197, (U
rkundenregesten zur T

ätigkeit des deutschen K
önigs- und H

ofgerichts bis 1451, Bd. 1), K
öln-

W
ien 1988, S. X

X
V

.

（
14
）Bernhard D

iest
elk

a
m
p und U

te R
ö
de
l (Bearb.), D

ie Zeit Rudolfs von H
absburg 1273 - 1291, (Q

uellen und Forschungen 
zur höchsten Gerichtsbarkeit im

 A
lten Reich, Sonderreihe, U

rkundenregesten zur T
ätigkeit des deutschen K

önigs- und 
H

ofgerichts, Bd. 3), (=U
R3), K

öln/W
ien 1986, N

r. 157.

（
15
）U

te R
ö
de
l (Bearb.), D

ie Zeit A
dolfs von N

assau, A
lbrechts I. von H

absburg, H
einrichs von Luxem

burg 1292 - 1313, 
(U

rkundenregesten ... Bd. 4), (=U
R4), K

öln u. a. 1992, N
r. 13, 58, 116, 329.
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（
16
）Friedrich B

a
t
t
en
berg (Bearb.), D

ie Zeit Ludw
igs des Bayern und Friedrichs des Schönen 1314-1347, (U

rkundenregesten 
... Bd. 5), (=U

R5), K
öln u. a. 1987, N

r. 7, 8, 44, 168, 194, 293, 403, 428.
（
17
）Friedrich B

a
t
t
en
berg (Bearb.), D

ie K
önigszeit K

arls IV
. (1346 - 1355 M

ärz),  (U
rkundenregesten ... Bd. 6), (=U

R6), K
öln 

u. a. 1990.

（
18
）Friedrich B

a
t
t
en
berg (Bearb.), D

ie Zeit K
arls IV

. (1355 A
pril - 1359),  (U

rkundenregesten ... Bd. 7), (=U
R7), K

öln u. a. 
1994.

（
19
）Ronald N

eu
m
a
n
n (Bearb.), D

ie Zeit K
arls IV

. (1360-1364),  (U
rkundenregesten ... Bd. 8), (=U

R8), K
öln u. a. 1996.

（
20
）Ronald N

eu
m
a
n
n und Ekkehart R

o
t
t
er (Bearb.), D

ie Zeit K
arls IV

. 1365-1371,  (U
rkundenregesten ... Bd. 9), (=U

R9), 
K

öln u. a. 2003, N
r. 169, 179, 238, 356.

（
21
）Ekkehart R

o
t
t
er (Bearb.), D

ie Zeit K
arls IV

. 1372-1378,  (U
rkundenregesten ... Bd. 10), (=U

R10), K
öln u. a. 2014, N

r. 211, 
303, 479.

（
22
）U

R3, N
r. 22, 73, 184, 262, 456, 459, 539, 550, 585, 588, 607.

（
23
）U

R4, N
r. 46, 74, 103, 122, 265, 275, 276, 389, 424, 425, 502.

（
24
）U

R5, N
r. 47, 52, 53, 61, 95, 161, 165, 175, 183, 230, 258, 260, 269, 292, 355, 361, 397, 421, 530, 557a.

（
25
）U

R6, N
r. 14, 37, 104, 109, 142, 150, 198, 262, 410, 463, 517, 524, 525, 559, 560.

（
26
）U

R7, N
r. 12, 13, 32, 117, 118, 119, 159, 271, 344, 351, 352, 380, 381, 391, 419, 420, 432, 443, 453, 482, 486, 493.

（
27
）U

R8, N
r. 79, 83, 154, 169, 294, 378, 379, 397, 428, 433.

（
28
）U

R9, N
r. 32, 67, 68, 132, 136, 151, 158, 168, 245, 277, 395, 413. 

（
29
）U

R10, N
r. 39, 58, 59, 159, 205, 211, 282, 284, 438.

（
30
）U

R5, N
r. 5, 188, 346, 507, 529, 534, 539.

（
31
）U
R6, N

r. 181, 189, 272, 286, 314, 418, 448.

（
32
）U

R7, N
r. 61, 114, 120, 127, 457, 458, 500, 502.

（
33
）U

R8, N
r. 8, 14, 34, 96, 107, 122, 123, 124, 143, 167, 197, 198, 199, 330, 342, 345, 347, 424, 449, 450, 455, 456, 457, 461.
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（
34
）U

R9, N
r. 1, 2, 29, 34, 70, 71, 72, 73, 74, 77, 78, 79, 80, 81, 115, 117, 127, 130, 131, 133, 159, 160, 166, 187, 199, 200, 201, 211, 

226, 323, 324, 345, 346, 347, 348, 349, 350, 351, 352, 353, 362, 363, 364, 442, 443, 444, 445, 446, 447, 448, 449, 450, 451, 452, 453, 
454, 455, 456, 457, 458, 462.

（
35
）U

R10, N
r. 26, 64, 65, 200, 202, 254, 292, 293, 311, 357, 390, 391, 476, 477, 482, 483, 499, 502.

（
36
）U

R3, N
r. 157; Fontes rerum

 Bernensium
. Bern’s Geschichtsquellen, Bd.3, Bern 1880, N

r. 227. 

ま
た
、O

sw
ald R

ed
lich, 

Rudolf von H
absburg. D

as deutsche Reich nach dem
 U

ntergange des alten K
aisertum

s, Innsbruck 1903 (N
D

 A
alen 1965), 

S. 593 f.

（
37
）
一
二
七
七
年
七
月
二
一
日
に
ヴ
ィ
ー
ン
で
出
さ
れ
た
証
書
（
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
大
司
教
座
の
教
会
レ
ー
ン
を
国
王
の

息
子
た
ち
に
授
封
す
る
）
の
証
人
欄
に
登
場
す
る
。Johann Friedrich B

ö
h
m
er und O

sw
ald R

ed
lich (H

g.), Regesta im
perii, V

I, 1: 
D

ie Regesten des K
aiserreiches unter Rudolf, A

dolf, A
lbrecht, H

einrich V
II. 1273-1313, Innsbruck 1898 (N

D
 H

ildesheim
-

N
ew

 Y
ork 1969), N

r. 828. 

（
38
）
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
本
流
の
分
家
で
あ
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
・
キ
ー
ブ
ル
ク
・
ラ
ウ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
伯
家
に
つ
い
て
は
、Christoph H

. B
ru
n
n
er, 

Zur Geschichte der Grafen von H
absburg-Laufenburg. A

spekte einer süddeutschen D
ynastie im

 späten M
ittelalter, (D

iss. 
phil. Zürich), Sam

edan 1969.

（
39
）O

. R
ed

l
ic
h, R

udolf von H
absburg

（
注
36
）, S. 100 ff., 124f.; P

ascal L
a
d
n
e
r, P

olitische G
eschichte und 

V
erfassungsentw

icklung Freiburgs bis zum
 A

usgang des M
ittelalters, in: Geschichte des K

antons Freiburg, Bd. 1, S. 167-
205, S. 172 f.

（
40
）Fontes rerum

 Bernensium
, N

r. 227, S. 217, ”... quod etiam
 liberis nostris im

puberibus irrequistis nec consensum
 

adhibentibus ...”.

（
41
）U

R4, N
r. 13.

（
42
）
い
っ
た
ん
ユ
ッ
タ
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
モ
ン
ジ
ョ
ワ
に
対
す
る
支
配
が
、
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
に
移
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、Elm

ar N
eu
ss, 

D
er Ü

bergang der H
errschaft M

onschau an die H
erren von V

alkenburg in den Jahren 1269/1270, in: A
nnalen des 

H
istorischen V

ereins für den N
iederrhein insbesondere das alte Erzbistum

 K
öln 200 (1997), S. 23-37.



論　　　説

北法66（5・18）1272

（
43
）E. N

eu
ss, a. a. O

.（
注
42
）, S. 29.

（
44
）U

R
4, N

r. 58; Ludw
ig S

c
h
m
id (H

g.), M
onum

enta H
ohenbergica. U

rkundenbuch zur G
eschichte der G

rafen von 
Zollern=H

ohenberg und ihrer Grafschaft, Stuttgart 1862, N
r. 141.

（
45
）
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
の
妻
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
は
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
姉
妹
、
ケ
ル
ン
テ
ン
公
・
テ
ィ
ロ
ー
ル
伯
マ
イ
ン
ハ
ル
ト

の
娘
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は
国
王
の
長
子
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（
後
の
国
王
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
）
の
妻
で
あ
っ
た
。
有
能
な
領
邦
君
主
で
ラ
イ
ヒ
政
治

に
お
い
て
も
活
躍
し
た
マ
イ
ン
ハ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、H

erm
ann W

iesfleck
er, M

einhard der Zw
eite. T

irol, K
ärnten und ihre 

N
achbarländer am

 Ende des 13. Jahrhunderts, (V
eröffentlichungen des Instituts für österreichische Geschichtsforschung, 

Bd. 16), Innsbruck 1955 

も
参
照
。

（
46
）U

R4, N
r. 116; W

. S
a
u
e
r (Bearb.), N

assauisches U
rkundenbuch, Bd. 1: D

ie U
rkunden des ehem

als kurm
ainzischen 

Gebiets, einschließlich der H
errschaften Eppenstein, K

önigstein und Falkenstein; der N
iedergrafschaft K

atzenelnbogen 
und des kurpfälzischen A

m
ts Caub, T

eil 2, W
iesbaden 1886, N

r. 1210.

（
47
）”Preterea idem

 teloneum
 sibi fuerat ex parte regis et nostra obligatum

, prout dom
ini et m

ilites iudicio circum
stantes 

sententialiter asserebant, obligando, quod nec ego Sifridus predictus et m
ei heredes singuli et universi, cuiuscunque sint 

conditionis et nom
inis, ipsum

 A
nselm

um
 et suos heredes in predicto teloneo nullatenus im

pedirem
us nec im

pedire 
presum

erem
us ullo m

odo, ...”.

（
48
）U

R3, N
r. 464, A

nm
.; Eduard W

in
k
elm

a
n
n (H

g.), A
cta im

perii inedita saeculi X
III et X

IV
. U

rkunden und Briefe zur 
Geschichte des K

aiserreichs und des K
önigreichs Sizilien, Bd. 2: In den Jahren 1200 bis 1400, Innsbruck 1885, (N

D
 A

alen 
1964), N

r. 1066 (1285. 8. 22).

（
49
）
一
三
世
紀
初
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
証
書
で
、
ラ
イ
ン
グ
ラ
ー
フ
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
ヒ
ン
メ
ロ
ー
デH

im
m

erode 

修
道
院
に
ガ
イ
ゼ
ン
ハ

イ
ム
で
の
税
徴
収
を
免
除
し
て
い
る
。W

. S
a
u
er (Bearb.), N

assauisches U
rkundenbuch, Bd. 1, T

eil 1, W
iesbaden 1885, N

r. 307. 

（
50
）Ebenda, N

r. 325, “..., quod theloneum
 in Gysenheim

 cum
 conductu feodum

 sit im
perii”. 

仲
裁
判
決
は
、
ラ
イ
ン
グ
ラ
ー
フ
・

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
と
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
の
兄
弟
間
で
の
ガ
イ
ゼ
ン
ハ
イ
ム
の
流
通
税
徴
収
権
を
め
ぐ
る
争
い
に
関
し
て
出
さ
れ
、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
の
権

利
を
承
認
し
た
。
そ
の
後
権
利
は
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
の
息
子
た
ち
エ
ミ
ヒ
ォEm

icho
と
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
継
承
さ
れ
た
。Ebenda, N

r. 393 (1223. 
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6. 24) 

（
ヨ
ハ
ニ
ス
ベ
ル
クJohannisberg

修
道
院
の
た
め
の
流
通
税
免
除
）. 

ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
エ
ミ
ヒ
ォ
の
息
子
で
あ
っ
た
。

（
51
）W

. S
a
u
er, a. a. O

., Bd. 1, T
. 2

（
注
46
）, N

r. 703.
（
52
）Ebenda, N

r. 779

（
一
二
五
三－

六
七
年
の
証
書
と
推
測
さ
れ
る
。
オ
ー
バ
ー
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
近
郊
のA

llerheiligen

女
子
修
道
院
の
た
め
の

免
除
。）.

（
53
）U

R4, N
r. 329; Jacob S

ch
w
a
lm (H

g.), M
onum

enta Germ
aniae H

istorica. Legum
 sectio IV

, Constitutiones et acta publica 
im

peratorum
 et regum

, T
. 4, 2, H

annover/Leipzig 1906, (N
D

 H
annover 1981), N

r. 1073.

（
54
）”... daz D

iepolt von Bernhusen kom
 fur gerihte und gap graven Eberhart von W

irtenberk m
u otw

illeclich den hof ze 
Boppenw

iler unde sw
az darzu o ho eret in allem

 dem
 rehte, alse er in hat anbehebt Eberhart dem

 T
u ose m

it rehtem
 gerihte. 

Es sol o vch D
iepolt von Bernhusen den vorgenannten hof unde sw

az darzu o ho eret vertigen von siner elichen w
irtin, so er 

beste kan oder m
ag, graven Eberharte von W

irtenberg. D
es gib ich ze gezuge des gerihtes brief. ”

（
55
）U

R5, N
r. 7; Rudolf T

h
o
m
m
en (H

g.), U
rkunden zur Schw

eizer Geschichte aus österrerichischen A
rchiven, Bd. 1: 765-1370, 

Basel 1899, N
r. 233. 

こ
の
証
書
に
つ
い
て
は
ま
た
、Kurt H

o
d
a
pp (Bearb.), Beiträge zur Geschichte der Landgrafschaft K

lettgau, 
Grafen von Sulz, Gem

einde Jestetten. T
eil A

: D
ie Landgrafschaft K

lettgau bis 1408, W
aldshut-T

iengen 1998/1999, S. 107-
109.

（
56
）“... m

it des vogenanden unsers vogtes hant vor dem
 vorgenanden Roem

ischen kunge, der hierum
b ze gericht saz ...”.

（
57
）U

R5, N
r. 8; Jacob S

ch
w
a
lm (H

g.), M
onum

enta Germ
aniae H

istorica. Legum
 sectio IV

, Constitutiones et acta publica 
im

peratorum
 et regum

, T
. 5, H

annover/Leipzig 1909-13, (N
D

 H
annover 1981), N

r. 292. 

こ
の
証
書
に
つ
い
て
は
、K

. H
o
d
a
pp, a. 

a. O
.（

注
55
）, S. 112-114 

も
参
照
。

（
58
）“... prefatus W

ernherus theloneum
 in Fluolen sive ius quod in ipso theloneo habere dinoscitur prefato Iohanni et 

viceversa idem
 Iohannes ipsi W

ernhero com
itatum

 suum
 in K

letgo ew
e ac advocaciam

 in Rynow
e et generaliter om

nia 
alia feoda, que a nobis et im

perio dicti com
ites tenent et possident et tenere ac habere debent, accedente ad hoc nostro 

consensu et auctoritate expressis, per m
anus nostras regales unus alteri pepigit et legavit, quod vulgariter dicitur ain 

gem
aechd.”.  
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（
59
）“Reservavit tam

en sibi prefatus W
ernherus, qui nondum

 uxoratus existit, quod de feodis suis predictis uxori, cum
 qua 

ipsum
 m

atrim
onialiter contrahere continget, donacionem

 propter nupcias et m
orgonaticam

 valeat assignare.”.
（
60
）“O

m
nem

 nichilhom
inus defectum

, si quis in huiusm
odi contractu esse posset propter m

inoritatem
 annorum

 prefati 
Iohannis patruelis nostri, supplentes de plenitudine regie potestatis, presertim

 cum
 in iudicio curie nostre foret obtentum

, 
prefatum

 Iohannem
 adeo in annis processisse, quod contractus secum

 celebrati firm
i debent et validi m

erito reputari.”.

（
61
）
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
伯
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
妻
も
伯
ヨ
ハ
ン
の
姉
妹
で
あ
り
、
つ
ま
り
二
人
は
義
理
の
兄
弟
で
も
あ
っ
た
。K

. H
o
d
a
pp, a. a. O

.（
注

55
）, S. 113.

（
62
）U

R5, N
r. 44; M

GH
 Const., 5

（
注
57
）, N

r. 614. 

ま
たK

. H
o
d
a
pp, a. a. O

.（
注
55
）, S. 113.

（
63
）“... m

it unserm
 o eheim

 graf U
lrich von Phirtte, der im

 ze vogt vor uns m
it urteil als recht w

az gegeben w
art, w

an der 
selbe W

ernher zu sinen tagen nit kom
en w

az, und geschach daz von dem
 vorgenanten graf Johansen, der des selben 

knaben rechter vogt ist, ...”.

（
64
）K

. H
o
d
a
pp, a. a. O

.（
注
55
）, S. 113.

（
65
）U

R5, N
r. 168.

（
66
）“... und bat ervaren an einer urtail m

it sinem
 fu ersprechen ...”. 

モ
ン
ト
フ
ォ
ル
ト
伯
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、K

arl H
einz 

B
u
rm
eist

er, D
ie Grafen von M

ontfort. Geschichte, Recht, K
ultur, K

onstanz 1996 

も
参
照
。

（
67
）“... nach urtail m

it m
iner hant an m

ins herren stat des kaisers ... und verzeh sich des m
it gelerten w

orten, als des hofs 
reht ist ...”.

（
68
）“... des alles ze urku end und ze stetigu en, w

an si ez m
it verdachtem

 m
u ot veriahen und stet gelobten ze haben und m

it 
rat irre friund, der vil da engagen w

aren, ...”.

（
69
）K

. H
. B
u
rm
eist

er, a. a. O
.（

注
66
）, S. 207.

（
70
）U
R5, N

r. 293.

（
71
）U

R5, N
r. 403; Rudolph Freiherr von S

t
illfried und T

raugott M
ä
rck

er (H
g.), M

onum
enta Zollerana. U

rkundenbuch zur 
Geschichte des H

auses H
ohenzollern, Bd. 3: U

rkunden der fränkischen Linie 1332-1363, Berlin 1857, N
r. 78.
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（
72
）“... und verzeh sich, als m

it urteil erteilt w
art, in des gerichts hant fu er sich und die obgenannt fraw

en Podika und alle 
ir erben aller der recht, ... nim

m
erm

er kein ansprach noch reht haben noch gew
innen sullen ...”.

（
73
）
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
家
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
お
け
る
歴
史
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、H

ans P
a
t
ze u. W

alter S
ch
lesin

ger (H
g.), 

Geschichte T
hüringens, Bd. 2, T

. 1: H
ohes und spätes M

ittelalter, K
öln-W

ien 1974, S. 155-162.

（
74
）
さ
し
あ
た
り
、Markus T

we
llen

k
a
m
p, D

ie Burggrafen von N
ürnberg und das deutsche K

önigtum
 (1273-1417), (N

ürnberger 
W

erkstücke zur Stadt- und Landesgeschichte, Bd.54), N
ürnberg 1994, S. 49-69. 

（
75
）U

R5, N
r. 428, “... und daz haben w

ir alles getan m
it unsers herren des chaysers hofgerict ...”.

（
76
）
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
中
級
貴
族
で
あ
っ
た
テ
ッ
ク
公
（
公
の
タ
イ
ト
ル
を
用
い
る
が
諸
侯
身
分
に
は
属
さ
な
い
）
に
つ
い
て
は
、Irene 

G
rü
n
de
r, Studien zur Geschichte der H

errschaft T
eck, (Schriften zur südw

estdeutschen Landeskunde, Bd. 1), Stuttgart 
1963.

（
77
）
こ
の
階
層
に
つ
い
て
は
、K

urt A
n
de
rm

a
n
n u. Clem

ens Jo
o
s (H

g.), Grafen und H
erren in Südw

estdeutschland vom
 12. bis 

ins 17. Jahrhundert, (K
raichtaler K

olloquium
, Bd. 5), Epfendorf 2006 

も
参
照
。

（
78
）Peter M

o
ra
w

, V
on offener V

erfassung zu gestalteter V
erdichtung. D

as Reich im
 späten M

ittelalter 1250 bis 1490, 
(Propyläen Geschichte D

eutschlands, Bd. 3), Berlin 1985, S. 211-228; D
ers., Rudolf von H

absburg: D
er ‘kleine’ K

önig im
 

europäischen V
ergleich, in: E

gon B
o
sh
o
f und F

ranz-R
einer E

r
k
e
n
s (H

g.), R
udolf von H

absburg 1273-1291. E
ine 

K
önigsherrschaft zw

ischen T
radition und W

andel, K
öln u. a., 1993, S. 185-208.  

（
79
）
た
だ
し
、ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の
治
世
か
ら
「
純
然
た
る
」
非
訟
事
件
の
事
例
が
知
ら
れ
な
い
の
は
、彼
の
孫
カ
ー
ル
四
世
の
時
代
に
そ
れ
が
い
っ

た
ん
消
滅
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、偶
然
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の
治
世
の
短
さ（
一
三
〇
九－

一
三
一
三
年
）、

と
く
に
彼
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
活
動
期
間
の
短
さ
（
一
三
一
〇
年
末
に
は
皇
帝
戴
冠
の
た
め
に
イ
タ
リ
ア
へ
向
か
う
）
は
考
慮
に
入
れ
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

（
80
）U
R5, N

r. 194.

（
81
）U

R5, N
r. 5, 346, 507, 529.

（
82
）U

R9, N
r. 169, 179, 238.
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（
83
）「
小
さ
な
国
王
」
た
ち
に
対
す
る
カ
ー
ル
四
世
の
「
覇
権
的
王
権H

egem
oniales K

önigtum

」
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、P. M

o
ra
w, 

V
on offener V

erfassung

（
注
78
）, S. 240-259.


